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＜Ｂコース①仕事と介護の両立推進事業＞ 

 

平成 28年 12月 29日 

飯田通商株式会社 

 

企業名 飯田通商株式会社 

所在地 東京都千代田区外神田 3-9-3 

業種 卸売業、小売業 

常用労働者数 204人 

事業内容 電子部品の卸売 

ホームページ http://www.iida-tusho.co.jp/ 

１ ニーズ調査 

 

 

 

 

 

 

①実施日及び実施方法 

平成 28年 11月 24日、調査票を都内に勤務する全従業員に配布 

②対象者数、回収数、回収率 

対象者 103名、回収数 102名、回収率 99％ 

③調査結果概要（調査により明らかになった課題） 

現在の従業員の介護状況、介護対象者の有無について 

現在介護を行っている従業員が 4名いた。 

→会社として介護の実態を把握する必要がある。 

・今後の従業員の介護見込みについて 

介護をする可能性がかなり高い、少しあると答えた従業員が約 67%の比率でいた。 

→従業員の半数以上が介護に直面する可能性があり、社内体制を整える必要がある。 

・就業規則、規程内の介護関係制度に関する認知状況について 

制度があるか知らない、分からないと答えた従業員が約 96%いた。 

→会社の制度を知らない社員が殆どだった。周知を図る必要がある。 

・仕事と介護の両立に関する不安について 

非常に不安を感じる、不安を感じると答えた従業員が 68％いた。 

→介護に対する情報が不足している事も原因と考える。制度周知を図る必要がある。 

・介護が続いた場合の望ましい働き方及び社内制度について 

介護休業や時間短縮勤務などの制度を利用しつつ、できるだけ普通に働きながら 

仕事と介護を両立すると答えた社員が 65％いた。 

→仕事と介護を両立できる体制を構築する必要がある。 

２ プロジェクトチームの設置及び運営状況 

 ①設置日・メンバー 

平成 28年 11月 1日設置  

メンバー：総務部長、総務部員 2名 

②運営の状況（開催日、検討内容及び参加者数） 

第 1回：平成 28年 11月 10日 活動内容及びスケジュールの確認（3名参加） 

第 2回：平成 28年 11月 21日 アンケート調査概要主旨検討（3名参加） 

第 3回：平成 28年 12月 21日 取り組み方針について意見交換・確定（3名参加） 

３ 策定した取組計画（内容及び取組時期） 

平成 29年度 社内介護制度・社外介護制度の概要について社内掲示板に掲載する 

平成 29年度 年 2回個人面談を実施する（4・5月、10月・11月 部門長が実施） 


